

信仰生活の第一歩２－１（確信）
                     ベック兄(吉祥寺学び会、1997/06/17)

引用聖句：エペソ人への手紙、2章8節-9節

8行ないによるのではありません。だれも誇ることのないためです。

9私たちは神の作品であって、良い行ないをするためにキリスト・イエスにあって造られたのです。神は、私たちが良い行ないに歩むように、その良い行ないをもあらかじめ備えてくださったのです。

五旬節のとき、次のような質問が出されたのです。

使徒の働き2:37

37人々はこれを聞いて心を刺され、ペテロとほかの使徒たちに、「兄弟たち。私たちはどうしたらよいでしょうか。」と言った。

十字架の福音を聞いて信ずるようになり、救われたユダヤ人たちは、これからどうしたら良いか？と尋ねました。それから2,000年たった今でも、同じ質問がなされます。「私たちは、どうしたら良いのでしょうか？」、信仰生活の土台なるものとは、いったい何なのでしょうか？まず、確信を持ちなさいと言えます。

エペソ人への手紙2:8

8あなたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われた

現在あなたがたは、救われている。確信の土台とは、もちろん人間の経験や気持ちではありません。みことばです。ですから、何があっても、聖書は神のみことばであると覚えるべきです。このみことばに、私たちは信頼することができます。理解できないかもしれない。どういうもんか、わからないけど、それと関係なし。聖書は、神の言葉であるから、安心して信頼することができます。神のみことばは、完全な権威を持っています。聖書を神の言葉として、信じていない人には、救いの確信は決してやって来ません。
いかに道徳的にすぐれた人であっても、聖書の一カ所でも、人間の言葉として考えれば、救いの確信はいっぺんに飛んでしまいます。にせの救いの確信は、神のみことばとイエス様の救いに預かっていない。にせの確信は、人間の中に土台を置いています。たとえば、感情。理解力。また何かの体験や経験。人間のうちにあるものに土台を置いています。この土台は、しっかりとしたものではありません。揺れ動いているものです。

まことの土台は、イエス様のなされた救いであり、聖書のみことばそのものです。私たちは、どうしたら、救われたということを知ることができるのでありましょうか？いうまでもなく、みことばを通してだけです。イエス様の血潮が我々の救いのためになしとげられた。イエス様の流された血とは、イエス様の与えられた命です。血を流すことがなければ、罪の赦しはあり得ない。イエス様の流された血潮の価値を信じると、確信することができる。すなわち、赦されている。

ヨハネの手紙第I、5:13

13私が神の御子の名を信じているあなたがたに対してこれらのことを書いたのは、あなたがたが永遠のいのちを持っていることを、あなたがたによくわからせるためです。

結局、書かれていることは、大切だよって意味です。私が、あなた方が望んだり予感したり考えたりするためではなくて、あなたがたに悟らせるために、確信させるために書いたのです。いい気持ちをあなたがたに送ったと書いていないのです。私はこれらのことを書いた。結局、書かれたことは、確信の土台です。

何が書かれているのでしょうか？たとえば、イエス様の約束のひとつだけを見ても、うれしくなります。イエス様は、私の所に来る者を決して捨てません。罪人として、イエス様に近付き、悪かったぁ、赦してくださいという態度をとる者は、間違いなく永久的に受け入れられます。どうして？「私は、決して捨てない。」と約束されているからです。

決して、拒みはしないということは、永久的に受け入れられることです。永久的に受け入れられた人は、もちろん救われています。イエス様は、

ヨハネの福音書1:12

12しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった。

結局、受け入れることは信ずることであり、受け入れ信ずることは、神の子供となることです。いつか、なるであろうということではなく、受け入れた、今神の子供です。すべては、聖書、神のみことばにかかっています。

我々の感情はうつろいゆくものです。今日、救われたと思っても、明日にはまた違って感じるかもしれない。感情にこだわらないでください。みことばにだけ頼ってください。主の言っていることを信ずることができる。主は、信頼できるお方です。うそを、知らないお方です。書かれていることを、信じなさい。これこそが、使徒たちの勧めの言葉でした。主の言葉は、決して変わることはない。

ローマ人への手紙10:17

17そのように、信仰は聞くことから始まり、聞くことは、キリストについてのみことばによるのです。

もしあなたが信ずるなら、御霊は、あなたの霊にあなたが神の子であることを証しします。それで、自分の救いを確信されます。わかったから信ずるのではない。何かを経験したから救われたのではない。みことばが書かれているからです。確信を持ちなさいの意味は、「みことばにだけ、頼りなさい。」です。

